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KAKEHASHI プロジェクト（招へいプログラム） 

（対象国：アメリカ, 若手研究者第 1陣）の記録 

 

１．プログラム概要 

「対日理解促進交流プログラム」の一環として、米国より若手研究者 35名が来日し、

日本の政治、社会、歴史、文化および外交政策に関する理解促進や、日本の魅力等の積

極的な発信を目指し、平成 27 年 10 月 14 日から 10 月 20 日までの 6泊 7日の日程でプ

ログラムを実施しました。 

 

２．参加国・人数 

米国 （35 名）【ナショナルエコノミストクラブ（NEC)：11 名、ヘリテージ財団：10 名、米

国議会調査局：14名】 

 

３．訪問地 

東京都、山梨県 

 

４．日程    

10 月 14 日（水） 

成田国際空港より入国 

10 月 15 日（木） 

来日オリエンテーション 

【歴史伝統文化】江戸東京博物館 

【訪問】在京米国大使館 

【講義・ディスカッション】 

1.「経済・環境エネルギー分野」早稲田大学社会科学総合学術院 

2．「安全保障 講義＆ディスカッション」早稲田大学政治経済学術院 

3.「日本の外交政策に関する講義」 外務省北米局  

10 月 16 日（金） 

【機関訪問】日本銀行、キヤノングローバル戦略研究所、日本経済団体連合会 

【省庁訪問】防衛省、経済産業省資源エネルギー庁 

10 月 17 日（土） 

山梨県への移動 

【最先端技術】山梨県立リニア見学センター 

【世界遺産・自然環境】富士山五合目周辺公園事務局： 

富士吉田市外二ヶ村恩賜県有財産保護組合   

【歴史伝統文化】北口本宮冨士浅間神社 
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10 月 18 日（日） 

【伝統文化・地元交流】いやしの里根場 秋の収穫祭   

【地場産業視察】山梨銘醸 

【ワークショップ】報告会準備  

10 月 19 日（月） 

【先端技術・交流】山梨大学 山梨大学燃料電池ナノ材料研究センター 

東京への移動    

【省庁訪問・交流】外務省 若手省員との懇談   

【先端技術】日本科学未来館   

【成果報告会】 

10 月 20 日（火） 

【歴史伝統文化】浅草寺 

成田国際空港より出国 

 

５．KAKEHASHI Project アメリカ, 若手研究者 プログラム記録写真  

  
10 月 15 日【講義・ディスカッション】 

早稲田大学（東京都） 
10 月 16 日【機関訪問】日本銀行（東京都） 

  
10 月 16 日【機関訪問】 

日本経済団体連合会（東京都） 

10 月 17 日【最先端技術】 

山梨県立リニア見学センター（山梨県） 
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10 月 17 日【世界遺産・自然環境】 

富士山五合目周辺公園事務局（山梨県） 

10 月 18 日【伝統文化・地元交流】 

いやしの里根場（山梨県） 

  

10 月 18 日【地場産業視察】 

山梨銘醸（山梨県） 

10 月 19 日【先端技術・交流】山梨大学  

山梨大学燃料電池ナノ材料研究センター 

 

 

６．参加者の感想   

◆ 米国 若手研究者 

ひとつの国の国民、文化、統治、価値観を知る最上の方法の一つは、その国に自分自身をどっぷ

りと浸らせることだと強く信じています。カケハシは私たちにそのような経験をさせてくれ、感動を

与えてくれました。様々な分野、文化、社会、技術、安全保障政策と、たくさんのことを学びました

が、それを友人や同僚と共有したいと思います。日本の人口問題、女性政策については、引き続

きフォローしていきます。また、米国は日本の技術の恩恵をたくさん受けていますが、もし、リニア

モーターカーのような新しい技術が私たちの社会で実現したらとても嬉しいです。さらに、安全保

障の研究者として、日本の安全保障政策の転換およびそれが両国間に及ぼす影響について学ぶ

よう、皆に奨励します。 

 

◆ 米国 若手研究者 

日本は様々な点で印象深かったです。東京の地下鉄などのインフラは素晴らしいです。とても大

きい都市でありながら、美しい公園、庭園、他の緑地がありました。また、カケハシに携わっている

人たちがフレンドリーで一生懸命働く様子が素晴らしかったです。私たちが訪問したところ、どこで

も、人々は彼らの文化や慣習について一生懸命説明し分かち合おうとしました。 
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政策に関しては、私は、日本政府が、震災の危機の中、素早くエネルギー政策を適応させること

が出来たということに非常に感心しました。また、将来の新しいエネルギー政策は、エネルギーの

改善、安全、環境を配慮しながらも震災の教訓を考慮したものでした。 

 

◆ 米国 若手研究者 

私は日本の文化の強さや自然の美しさや、秩序のあること、政府の官僚の方々のプロ意識とプロ

フェッショナルな組織に大変感動しました。この国の独特の文化が日常のあらゆる面に浸透して

いるのだということが分かって驚きました。山梨県を訪れたり富士山でハイキングをしたりして楽し

かったです。周辺の地域や湖も美しく皆がそれを大切にしているのです。いろいろな団体でのミー

ティングやディスカッションでは勉強になりましたし、日本が直面している経済問題への洞察を得

ることができました。私たちが触れ合ったり出会ったりした方々はみんなとても寛大で親切にしてく

れました。私はまた、東京が大きな都市であるにもかかわらずどれだけ清潔であったかということ

に衝撃を受けました。地下鉄も効率がいいのに加えてきわめて整然としていて清潔でした。これら

のことは日本特有のことであり、私はこれらのことを持ち帰って家族や友人、同僚たちとシェアした

いと思います。 

 

◆ 米国 若手研究者 

私は日本の歴史と、それが今でもどのようにして日常の社会に影響しているかを学びました。文

化イベントは大変楽しく興味深いものでした。日本の人々がどれだけ親切で感じがいいかというこ

とをみんなに教えてあげたいと思います。ガイドさんたちだけでなく、訪問地のホテルやお店の

方々までもがとても親切で助けになってくれようとし、私に自分たちの伝統をシェアしてくれようとし

ていたことに感銘を受けました。私たちが食べた和食の全てが気に入りましたし、新しい味や風味

を試してみてわくわくしました。アメリカの味覚とはとても違っていたにも関わらず食べ物はとても

おいしかったです。私はまた日本の伝統的なお風呂も経験してよかったと思います。始めは公衆

浴場に入るのには臆病になっていましたが、大変くつろげるもので自分の安心領域から一歩踏み

出すというのは良いものだと思いました。私は出会った方々の優しさのおかげでこちらにいた間ず

っと安全だと感じていました。ガイド／コーディネーターの方々はとても親切で助けになってくれま

した。馴染みのない多くの伝統や習慣について説明してくださいました。その方々の英語もとても

上手で、私はとても感動しました。私は日本の田舎を見ることができてうれしかったです。富士山

はとても美しくて登山道歩いて驚くほどの日本の自然の美しさに畏敬の念に打たれました。素晴ら

しい旅ができたので日本をまた訪れるのが待ち遠しいです。 
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７．参加者の帰国後の発信内容 

－Deeper knowledge of the importance 

of Japan as a US ally in a fragile and 

important part of the world. 

－Greater appreciation for the impacts 

of US energy policy on Japan, 

particularly regarding LNG exports; 

more generally, the power of free 

markets in the energy sector to provide 

affordable energy, whether in the US or 

Japan. 

－ Respect for city of Tokyo to provide 

a safe, clean, civil environment for such 

a densely populated metropolis. 

－ Consideration in drafting and 

implementing security legislation, 

including regional threats. Article 9 

constraints and commitment to 

Japanese allies. 

 

Briefings sharing information learned 

with media. Especially national security 

writers. 

One-One-meetings with congressmen and 

their staff, not only important facts/details 

of the trip but also detailing how and why 

this information is vital to them.  

 

Findings through the Program in Japan アクションプラン 

METI – Agency for Natural Resources & 

Energy: we gained a thorough 

understanding of Japan’s fourth 

strategic energy plan, with aspirations 

to develop a diverse generation mix with 

consideration for security and the 

environment. The US faces similar 

challenges and goals with recently 

introduced federal legislation. 

 

OUR ACTION PLAN 

・Share lessons learned & experiences 

Web material within a month – D.C. 

event in early new year 

・ Post – trip event, create NEC – 

Kakehashi Linked-in page, ～

100instagram posts + tweets, web log of 

event/trip + related research on NEC 

website (invited before trip) 

日本での気づき アクションプラン 
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Foreign policy – changing national security policy, 
role in international trade, development

Domestic policy – aging demographics, labor force, 
recovery

Culture – balancing history and modernity, social 
consciousness, appreciation of natural resources

Three Arrows of Gained Knowledge

 

 In-house debriefings

 Discussions with U.S. Congress

 Share with friends and family

 Visit again

Action Plan

 

日本での気づき Action Plan 

 


